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間接互恵による協力の進化において

公的評価と私的評価の違いが系の挙動に与える影響

Analytical comparison of public assessment and private assessment 

on indirect reciprocity in the evolution of cooperation 

［概要］
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間接互恵性は協力の進化を説明する重要な解の一つである。従来の理論研究では、評判情

報は単ーで全員が共有しているという強い制約を仮定することで解析容易性を確保してい

た。今回、我々はこの仮定を緩めても解析できる手法を開発した。 RDモデルを解いたとこ

ろ、私的評価では混合ESSとなり、協力率がゲームの費用便益比に応じて変化するなど、

従来の結果とはいくつかの点で異なる挙動を示すことが明らかとなった。
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